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表紙‥‥地元企業で働くアナタ。伝統を紡ぐアナタ。夢に向かって歩むアナタ。夢叶えてイキイキ働くアナタ･････半田で笑顔で輝いている方をご紹介します。

（社福）半田市社会福祉協議会　松本涼子さん　ボランティア地域ささえあいセンター センター長   生活支援コーディネーター　　
　 　 半田市内の５中学校区ごとに一人ずつ配置されている、『地域ささえあい推進員』（生活支援コーディネーター）としても活動。学区の行事等に出向き、

地域の人たちが元気で笑顔で暮らせるために声を聴き、『あったらいいな！ ！』を応援する毎日。今日も「松本さん、こんなのあったら嬉しい」「涼子さん、
ちょっとお話聞いて」という声に笑顔で向き合う。

w w w . n a k a n o p r i n t . c o . j p I n s t a g r a m F a c e b o o k

　モノづくりの世界に憧れ地元企業の同社に入社し、衣浦製作所・
生産管理部門に配属された。1989年は『冬の時代』を乗り越えた建
設業界では、今では想像もつかないような勢いでインフラ整備が進
み、全国でビッグプロジェクトが立ち上がった年でもあった。
　「その２年後、１９９１年の入社直後から橋梁工場の当製作所で、レ
インボーブリッジ、明石海峡大橋、名港トリトン、東京湾アクアラインな
ど、次から次へとビッグプロジェクトに関わりました。設計から架設まで５
年以上かかる大規模な橋梁工事はジョイントベンチャー（JV）として取
り組み、一丸となって地図に残るものを造り上げることは楽しく、達成
感、やりがいもありました。また、他社の人と仲良くなって飲みに行くこ
とも多く、仕事はみんなの力が集結してこそと体感し、社会人として恵
まれたスタートを切りました」
　１８９６年創業の同社（衣浦製作所は50周年）は国内で創業時の
社名を守り続けている数少ない企業であり、社会の求める基幹施設
づくりを仕事とし、使命としてきた。鉄道車両の製造販売を目的として
設立し、その技術は産業輸送用機器、橋梁建設、建設機械、環境機
器、ハイテク農業プラントへと裾野を広げてきた。氏は４年ほどの本社
勤務（名古屋市）以外を、橋梁・輸送機器部門（高圧ガス等を運ぶタ
ンクローリー、産業車両）の生産管理者として品質・コスト管理を担当
し、仲間と共に経営効果を上げるために尽力してきた。
　「現場での思い出や時代背景は印象深く残っています。東京湾ア
クアラインは衣浦製作所の岸壁で組み立て出荷し、本当に大変な作
業でした。明石海峡大橋の建設中に阪神淡路大震災が発生し、対
岸に避難していた人がテントで暮らしていた情景は今も瞼に浮かびま
す。豊田大橋建設も忘れられない現場です。建築家・黒川紀章氏が、
恐竜が一歩踏み出したイメージのスケッチを描き『橋にして ！』と始ま
ったプロジェクトでした。橋は左右対称が基本形状と考えられている中
で、バランスを欠きながらも美しく、橋全体が斜めに傾いたような構造
は難解でやりがいのある仕事でした。衣浦大橋にも関わり、地元の橋
は普段生活をしている中で利用する機会も多いので、思い入れも深く
なります。今思い起こせば、どの現場も苦労の連続でしたが、自分の
仕事が地図に残る、それだけでも大きな誇りになっています」

　『橋は造ったら地域の人に絶対喜ばれる』若い頃に諸先輩方から
言われた言葉であり、その使命感を身を持って実感した。いつの間に
か橋を造るという仕事が好きになり、楽しみながら仕事に熱中した。そ
の後、輸送機器部門にも関わり、橋にはない魅力に惹かれ、どの現場
でも仕事に没頭し、やりがいを感じた。2019年貴重な経験と統率力
を持って製造部長として三度目の衣浦製作所勤務となり、昨年7月
現職に就いた。
　「５年前に輸送機器部門の生産拠点を豊川製作所からここに移
転・統合し、“『運ぶ』と『架ける』、積み上げた比類なき実績”を強みと
する衣浦製作所としてリニューアルしました。各部署で製造するもの
はそれぞれで、お客様も公共・民間と異なっていても、モノを作る精神
に変わりはなく、QCDS（品質、コスト、納期、安全）のレベルアップが
重要です。どれも工事管理の大切な基本ですが、最も優先すべき指
標は安全と品質、そしてお客様との信頼関係であり、それらの厳守が
私の使命です。
　今は直接現場に関わっていない寂しさを感じながら、ここで製作し
色々な分野で活躍している製品全てに関わっていると、自分なりに解
釈しています（笑）。当社のロゴ入りのタンク車がまちで走っているのを
見ると嬉しくなり、今年２月に種子島宇宙センターでA3ロケットが打ち
上げられ、当社で製造した『大型自走式キャリア』が、発射台までロケ
ットを運ぶ姿がテレビで映し出された時も嬉しくなりました（笑）」
　同社は今年、大型自走式キャリアの自動運転システムを開発した。
運転技量が求められる狭い場所においても、高精度に自動走行でき
るシステムを実現し、超重量物を運ぶ企業で、それぞれの目的のため
に活用されることが期待されている。人手不足に悩む業界からも大き
な期待が寄せられており、創業以来１２９年の時を経て培った技術は、
産業の発展を支える物流と交通の分野にも活かされ、進化し続けて
いる。
　「モノづくりの世界に入って３４年、常に当事者意識を持って仕事を
してきましたが、つくづく一人でやれる仕事は高が知れていると思い、
課題を共有しチームとして闘ってきました。特に役職に就いてからはチ
ームで闘う必要性を強く感じるようになりました。入社して５、６年経っ
た頃、仕事には厳しく、社員一人ひとりに声を掛けてくれたのは当時の
衣浦製作所長でした。私は、今そのように実践できているか？と問う
ことがあります。そうありたいイメージはありますが、まだまだですね」
　

日本車輌製造株式会社 
輸機・インフラ本部　衣浦製作所長 

清水 勇治 氏
チームとして闘う

シリーズひと

１９６８年愛知県刈谷市生まれ、阿久比町在住。９１年岐阜大学工学部機械学科卒業。
同年日本車輌製造㈱入社。衣浦製作所配属。茨城・大利根工場、衣浦製作所、本社、
豊川製作所を経て、２０１９年衣浦製作所製造部長。２４年現職。当所常議員。

ちょっと
一息

　アウトドア派で、子どもが独立しカミさんと愛犬と一緒に月に２回ほどキャンプに出かけています。自然の中で食べたり飲ん
だりするのが好きで楽しみです。家では料理はしないのですが、バーベキューはお手のもので、外ではよく働きます（笑）。カミ
さんにお付き合いしてもらえないと困りますからね（笑）。
　子ども会の会長をしていた時に誘われて、お祭りにも関わるようになり山車を曳いています。楽しいですよ。子どもにお囃
子や太鼓を教える役目も頂戴し、春祭りの時期は毎日忙しく、今夜（取材日：4月21日）も教えに出かけます。刈谷市生まれ
の私もすっかり阿久比町民になりました。
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表紙‥‥地元企業で働くアナタ。伝統を紡ぐアナタ。夢に向かって歩むアナタ。夢叶えてイキイキ働くアナタ･････半田で笑顔で輝いている方をご紹介します。

（社福）半田市社会福祉協議会　松本涼子さん　ボランティア地域ささえあいセンター センター長   生活支援コーディネーター　　
　 　 半田市内の５中学校区ごとに一人ずつ配置されている、『地域ささえあい推進員』（生活支援コーディネーター）としても活動。学区の行事等に出向き、

地域の人たちが元気で笑顔で暮らせるために声を聴き、『あったらいいな！ ！』を応援する毎日。今日も「松本さん、こんなのあったら嬉しい」「涼子さん、
ちょっとお話聞いて」という声に笑顔で向き合う。

w w w . n a k a n o p r i n t . c o . j p I n s t a g r a m F a c e b o o k

　モノづくりの世界に憧れ地元企業の同社に入社し、衣浦製作所・
生産管理部門に配属された。1989年は『冬の時代』を乗り越えた建
設業界では、今では想像もつかないような勢いでインフラ整備が進
み、全国でビッグプロジェクトが立ち上がった年でもあった。
　「その２年後、１９９１年の入社直後から橋梁工場の当製作所で、レ
インボーブリッジ、明石海峡大橋、名港トリトン、東京湾アクアラインな
ど、次から次へとビッグプロジェクトに関わりました。設計から架設まで５
年以上かかる大規模な橋梁工事はジョイントベンチャー（JV）として取
り組み、一丸となって地図に残るものを造り上げることは楽しく、達成
感、やりがいもありました。また、他社の人と仲良くなって飲みに行くこ
とも多く、仕事はみんなの力が集結してこそと体感し、社会人として恵
まれたスタートを切りました」
　１８９６年創業の同社（衣浦製作所は50周年）は国内で創業時の
社名を守り続けている数少ない企業であり、社会の求める基幹施設
づくりを仕事とし、使命としてきた。鉄道車両の製造販売を目的として
設立し、その技術は産業輸送用機器、橋梁建設、建設機械、環境機
器、ハイテク農業プラントへと裾野を広げてきた。氏は４年ほどの本社
勤務（名古屋市）以外を、橋梁・輸送機器部門（高圧ガス等を運ぶタ
ンクローリー、産業車両）の生産管理者として品質・コスト管理を担当
し、仲間と共に経営効果を上げるために尽力してきた。
　「現場での思い出や時代背景は印象深く残っています。東京湾ア
クアラインは衣浦製作所の岸壁で組み立て出荷し、本当に大変な作
業でした。明石海峡大橋の建設中に阪神淡路大震災が発生し、対
岸に避難していた人がテントで暮らしていた情景は今も瞼に浮かびま
す。豊田大橋建設も忘れられない現場です。建築家・黒川紀章氏が、
恐竜が一歩踏み出したイメージのスケッチを描き『橋にして ！』と始ま
ったプロジェクトでした。橋は左右対称が基本形状と考えられている中
で、バランスを欠きながらも美しく、橋全体が斜めに傾いたような構造
は難解でやりがいのある仕事でした。衣浦大橋にも関わり、地元の橋
は普段生活をしている中で利用する機会も多いので、思い入れも深く
なります。今思い起こせば、どの現場も苦労の連続でしたが、自分の
仕事が地図に残る、それだけでも大きな誇りになっています」

　『橋は造ったら地域の人に絶対喜ばれる』若い頃に諸先輩方から
言われた言葉であり、その使命感を身を持って実感した。いつの間に
か橋を造るという仕事が好きになり、楽しみながら仕事に熱中した。そ
の後、輸送機器部門にも関わり、橋にはない魅力に惹かれ、どの現場
でも仕事に没頭し、やりがいを感じた。2019年貴重な経験と統率力
を持って製造部長として三度目の衣浦製作所勤務となり、昨年7月
現職に就いた。
　「５年前に輸送機器部門の生産拠点を豊川製作所からここに移
転・統合し、“『運ぶ』と『架ける』、積み上げた比類なき実績”を強みと
する衣浦製作所としてリニューアルしました。各部署で製造するもの
はそれぞれで、お客様も公共・民間と異なっていても、モノを作る精神
に変わりはなく、QCDS（品質、コスト、納期、安全）のレベルアップが
重要です。どれも工事管理の大切な基本ですが、最も優先すべき指
標は安全と品質、そしてお客様との信頼関係であり、それらの厳守が
私の使命です。
　今は直接現場に関わっていない寂しさを感じながら、ここで製作し
色々な分野で活躍している製品全てに関わっていると、自分なりに解
釈しています（笑）。当社のロゴ入りのタンク車がまちで走っているのを
見ると嬉しくなり、今年２月に種子島宇宙センターでA3ロケットが打ち
上げられ、当社で製造した『大型自走式キャリア』が、発射台までロケ
ットを運ぶ姿がテレビで映し出された時も嬉しくなりました（笑）」
　同社は今年、大型自走式キャリアの自動運転システムを開発した。
運転技量が求められる狭い場所においても、高精度に自動走行でき
るシステムを実現し、超重量物を運ぶ企業で、それぞれの目的のため
に活用されることが期待されている。人手不足に悩む業界からも大き
な期待が寄せられており、創業以来１２９年の時を経て培った技術は、
産業の発展を支える物流と交通の分野にも活かされ、進化し続けて
いる。
　「モノづくりの世界に入って３４年、常に当事者意識を持って仕事を
してきましたが、つくづく一人でやれる仕事は高が知れていると思い、
課題を共有しチームとして闘ってきました。特に役職に就いてからはチ
ームで闘う必要性を強く感じるようになりました。入社して５、６年経っ
た頃、仕事には厳しく、社員一人ひとりに声を掛けてくれたのは当時の
衣浦製作所長でした。私は、今そのように実践できているか？と問う
ことがあります。そうありたいイメージはありますが、まだまだですね」
　

日本車輌製造株式会社 
輸機・インフラ本部　衣浦製作所長 

清水 勇治 氏
チームとして闘う

シリーズひと

１９６８年愛知県刈谷市生まれ、阿久比町在住。９１年岐阜大学工学部機械学科卒業。
同年日本車輌製造㈱入社。衣浦製作所配属。茨城・大利根工場、衣浦製作所、本社、
豊川製作所を経て、２０１９年衣浦製作所製造部長。２４年現職。当所常議員。

ちょっと
一息

　アウトドア派で、子どもが独立しカミさんと愛犬と一緒に月に２回ほどキャンプに出かけています。自然の中で食べたり飲ん
だりするのが好きで楽しみです。家では料理はしないのですが、バーベキューはお手のもので、外ではよく働きます（笑）。カミ
さんにお付き合いしてもらえないと困りますからね（笑）。
　子ども会の会長をしていた時に誘われて、お祭りにも関わるようになり山車を曳いています。楽しいですよ。子どもにお囃
子や太鼓を教える役目も頂戴し、春祭りの時期は毎日忙しく、今夜（取材日：4月21日）も教えに出かけます。刈谷市生まれ
の私もすっかり阿久比町民になりました。
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■  税務・会計顧問

■  相続税申告・相続対策

■  事業承継コンサルティング

■  医療・公益法人等対応

■  経理サポート

TEL：0569‒21ｰ2145
https://www.keiseikai.co.jp

本社事務所：愛知県半田市栄町２丁目59ｰ１
支社事務所：名古屋事務所・東京事務所

Ｐ3

3２

ＢＷＣキャンペーンのお知らせ

お問合わせ : 当所福祉共済課 

お問合わせ : 当所業務課 

商工会議所共済制度・福祉制度の普及・推進を目的とし
全国各地の商工会議所およびアクサ生命保険株式会社
により運営されている組織です。

※BWC「ベストウイズクラブ」は

5
1

630

各種共済制度・福祉制度のご案内

令和7年度の半田商工会議所会員会費を請求させていただきます。
　　■口座振替の事業所様
　　6月16日（月）にご指定の口座より引き落としになりますので、ご準備ください。
　　■お振込みの事業所様
　　6月16日（月）までに当所指定の預金口座へお振込みくださいますようお願い申し上げます。

令和7年度の会費を
ご準備ください

当誌チラシ同封サービスのご案内

セミナー・イベント、福利厚生、
テナント募集、新サービス・新商品など
の案内をゲッポウと共にチラシで
配布できるサービスです。

ご利用にあたって

ご利用を検討される方は、ぜひお問い合わせください。

・当所会員事業所限定サービスです。

・A4サイズ2,500部をご用意ください。

・お申込みは、発行月の前月5日まで。

・チラシの納品は、発行月の前月15日まで。

・料金は1回1案内につき38,500円（税込）。

キャンペーン
実施中

半田商工会議所では「ＢＷＣキャンペーン」を5月1日～6月30日まで実施しております。
本キャンペーンは、『商工会議所福祉制度』を会員の皆様にご理解いただき、会員事業所の福祉向上に
お役立ていただくことを主な目的としています。
『商工会議所福祉制度』は、経営者・役員の皆様の保障や退職金準備他、入院・介護・老後に備えた様々
な保障ニーズにお応えするものです。
商工会議所職員とアクサ生命保険株式会社の担当社員がお伺いした際には、是非ご協力いただきますよ
うお願い申しあげます。

木 月
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■  税務・会計顧問

■  相続税申告・相続対策

■  事業承継コンサルティング

■  医療・公益法人等対応

■  経理サポート

TEL：0569‒21ｰ2145
https://www.keiseikai.co.jp

本社事務所：愛知県半田市栄町２丁目59ｰ１
支社事務所：名古屋事務所・東京事務所

Ｐ3

3２

ＢＷＣキャンペーンのお知らせ

お問合わせ : 当所福祉共済課 

お問合わせ : 当所業務課 

商工会議所共済制度・福祉制度の普及・推進を目的とし
全国各地の商工会議所およびアクサ生命保険株式会社
により運営されている組織です。

※BWC「ベストウイズクラブ」は

5
1

630

各種共済制度・福祉制度のご案内

令和7年度の半田商工会議所会員会費を請求させていただきます。
　　■口座振替の事業所様
　　6月16日（月）にご指定の口座より引き落としになりますので、ご準備ください。
　　■お振込みの事業所様
　　6月16日（月）までに当所指定の預金口座へお振込みくださいますようお願い申し上げます。

令和7年度の会費を
ご準備ください

当誌チラシ同封サービスのご案内

セミナー・イベント、福利厚生、
テナント募集、新サービス・新商品など
の案内をゲッポウと共にチラシで
配布できるサービスです。

ご利用にあたって

ご利用を検討される方は、ぜひお問い合わせください。

・当所会員事業所限定サービスです。

・A4サイズ2,500部をご用意ください。

・お申込みは、発行月の前月5日まで。

・チラシの納品は、発行月の前月15日まで。

・料金は1回1案内につき38,500円（税込）。

キャンペーン
実施中

半田商工会議所では「ＢＷＣキャンペーン」を5月1日～6月30日まで実施しております。
本キャンペーンは、『商工会議所福祉制度』を会員の皆様にご理解いただき、会員事業所の福祉向上に
お役立ていただくことを主な目的としています。
『商工会議所福祉制度』は、経営者・役員の皆様の保障や退職金準備他、入院・介護・老後に備えた様々
な保障ニーズにお応えするものです。
商工会議所職員とアクサ生命保険株式会社の担当社員がお伺いした際には、是非ご協力いただきますよ
うお願い申しあげます。

木 月
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国内外問わず取り扱い致
しておりますのでご購入
の際は、お気軽にお問い
合わせください。

●車検整備
●各種点検、法令点検
●修理全般
●板金塗装

●AIG損害保険
　株式会社代理店
●三井住友海上火災
　保険株式会社代理店
●あいち知多農業協同
　組合共済代理店

日鉄精圧品株式会社
テクノロジー・エクセレントカンパニーを目指して

nipponsteel.com/

Ｐ4

5

　㈲大駒は、創業149年を迎える歴史ある代々続く建築会社
です。現在は5代目の榊原芳朗氏が代表を務め、若手大工の
育成と、古い建物の保存・再生に力を注いでいます。
　同社の歴史は明治10年頃、芳朗氏の曽祖父・榊原為三郎
氏が大工として創業したことに始まります。以降、祖父・駒吉
氏、父・為吉氏と代を重ね、2001年には芳朗氏の入社を機に
法人化し、㈲大駒を設立。2015年には現在の本社所在地へ
移転し、芳朗氏が代表取締役に就任しました。
　芳朗氏は、刈谷市の白半建設㈱にて現場・営業・管理業務
などを経験し、その学びをもとに家業への参画を決意。現在は
新築およびリフォーム工事を中心に手がけていますが、住友林
業ホームテックの指定工事店として、古民家の修復にも積極
的に取り組んでいます。特に、知多半島に多く見られる「黒壁
建物」の再生にも数多く携わっており、近年は歴史的建造物
の保存に一層力を入れています。
　芳朗氏は語ります。「歴史的建造物には、その土地の文化
や精神が宿っています。それを次の世代に伝え、視覚的にも残
すために、丁寧に保存していく必要があります。今後5年以内
には事業承継も進めていきたいと考えています。」
　その事業承継の担い手が、次期後継者である榊原寛樹氏
です。寛樹氏は碧南市の㈱梶川建設で土木・建築の現場経
験を積んだ後、建築の仕事に魅力を感じ、2013年に25歳で入
社。以降、リフォーム現場にて「見て学べ」の教えのもと、外注
大工の補佐として約3年間実務を経験。現在も共に働く職人
たちは55歳以上が中心であり、将来の職人不足の現実を実
感した、といいます。寛樹氏は現在、当所青年部にも所属し、同
世代の工事業者とのネットワークづくりにも取り組んでいます。
　芳朗氏と寛樹氏は「下請け仕事だけでは将来が厳しい。人
と技術を育てることで、大駒にしかできない仕事を確立し、直接
受注につなげていきたい」と語ります。その志のもと、若手大工
の育成に本格的に着手しました。2018年には半田工業高校
（現・半田工科高校）から卒業生を初採用し、以降も定期的に
求人活動を実施。現在は3名の若手職人が大工見習いとして
成長を続けています。
　入社後は、碧南市にある愛知建連技能専門校・木造建築
科に、会社負担で週1回・3年間通学させ、実技と知識の両面
から育成を行っています。同校では、現場作業では教えにくい
伝統的な木造技術の習得が可能で、大工技能士資格の取
得支援も受けられます。

　近年は、木材不足（ウッドショック）、新型コロナウイルス感
染症の影響、2024年からの労働環境の変化（長時間労働
の是正、人手不足、コスト増）など、建設業界は大きな転換期
を迎えています。大駒でも新築工事の依頼が減少する一方
で、リフォーム需要が拡大。現在、売上の約半分が口コミや紹
介による直接受注となっています。
　2018年入社の若手社員（現2４歳）は、今では現場を任さ
れるまでに成長。新築ではあまり使われなくなった「曲尺（さし
がね）」「鑿（のみ）」「鉋（かんな）」などの道具も使いこなし、次
世代育成にも携わっています。
　同社が手がけた修復実績としては、半田市亀崎の伊東合
資の酒蔵（本蔵および土蔵レストラン）、市内寺院の手水舎、
本社建物（築60年の古民家をリフォーム）などがあります。

　寛樹氏は将来について、次のように語ります。「今後は若
手社員に、大工と現場監督を兼任する“プレイングマネージャ
ー”として、着工から完成まで一現場を任せていきたいと考えて
います。また、多機能工として大工以外の技術も身につけても
らいたい。私は営業・設計にも力を入れ、現場経験を活かして
間取りや建築パースなどを用いた提案を通じ、お客様に完成
イメージをしっかりお伝えしていきたいと考えています。最後に、
今後も『大駒にしかできない仕事』の実現に向けて、確かな技
術と熱意で地域社会に貢献していきます」　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　     （取材：中村稔晴）

大駒にしかできない仕事を目指して
有限会社 大駒

【住所】半田市清城町1-12-15
【代表】榊原 芳朗　　
【TEL】0569-22-6240　　
【休日】土・日 　
【HP】https://daikoma.jp

お寺手水舎完成飾り物加工中

伊東合資本蔵鎧壁修繕 伊東合資土蔵レストラン

会員訪問NO.507
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国内外問わず取り扱い致
しておりますのでご購入
の際は、お気軽にお問い
合わせください。

●車検整備
●各種点検、法令点検
●修理全般
●板金塗装

●AIG損害保険
　株式会社代理店
●三井住友海上火災
　保険株式会社代理店
●あいち知多農業協同
　組合共済代理店

日鉄精圧品株式会社
テクノロジー・エクセレントカンパニーを目指して

nipponsteel.com/

Ｐ4

5

　㈲大駒は、創業149年を迎える歴史ある代々続く建築会社
です。現在は5代目の榊原芳朗氏が代表を務め、若手大工の
育成と、古い建物の保存・再生に力を注いでいます。
　同社の歴史は明治10年頃、芳朗氏の曽祖父・榊原為三郎
氏が大工として創業したことに始まります。以降、祖父・駒吉
氏、父・為吉氏と代を重ね、2001年には芳朗氏の入社を機に
法人化し、㈲大駒を設立。2015年には現在の本社所在地へ
移転し、芳朗氏が代表取締役に就任しました。
　芳朗氏は、刈谷市の白半建設㈱にて現場・営業・管理業務
などを経験し、その学びをもとに家業への参画を決意。現在は
新築およびリフォーム工事を中心に手がけていますが、住友林
業ホームテックの指定工事店として、古民家の修復にも積極
的に取り組んでいます。特に、知多半島に多く見られる「黒壁
建物」の再生にも数多く携わっており、近年は歴史的建造物
の保存に一層力を入れています。
　芳朗氏は語ります。「歴史的建造物には、その土地の文化
や精神が宿っています。それを次の世代に伝え、視覚的にも残
すために、丁寧に保存していく必要があります。今後5年以内
には事業承継も進めていきたいと考えています。」
　その事業承継の担い手が、次期後継者である榊原寛樹氏
です。寛樹氏は碧南市の㈱梶川建設で土木・建築の現場経
験を積んだ後、建築の仕事に魅力を感じ、2013年に25歳で入
社。以降、リフォーム現場にて「見て学べ」の教えのもと、外注
大工の補佐として約3年間実務を経験。現在も共に働く職人
たちは55歳以上が中心であり、将来の職人不足の現実を実
感した、といいます。寛樹氏は現在、当所青年部にも所属し、同
世代の工事業者とのネットワークづくりにも取り組んでいます。
　芳朗氏と寛樹氏は「下請け仕事だけでは将来が厳しい。人
と技術を育てることで、大駒にしかできない仕事を確立し、直接
受注につなげていきたい」と語ります。その志のもと、若手大工
の育成に本格的に着手しました。2018年には半田工業高校
（現・半田工科高校）から卒業生を初採用し、以降も定期的に
求人活動を実施。現在は3名の若手職人が大工見習いとして
成長を続けています。
　入社後は、碧南市にある愛知建連技能専門校・木造建築
科に、会社負担で週1回・3年間通学させ、実技と知識の両面
から育成を行っています。同校では、現場作業では教えにくい
伝統的な木造技術の習得が可能で、大工技能士資格の取
得支援も受けられます。

　近年は、木材不足（ウッドショック）、新型コロナウイルス感
染症の影響、2024年からの労働環境の変化（長時間労働
の是正、人手不足、コスト増）など、建設業界は大きな転換期
を迎えています。大駒でも新築工事の依頼が減少する一方
で、リフォーム需要が拡大。現在、売上の約半分が口コミや紹
介による直接受注となっています。
　2018年入社の若手社員（現2４歳）は、今では現場を任さ
れるまでに成長。新築ではあまり使われなくなった「曲尺（さし
がね）」「鑿（のみ）」「鉋（かんな）」などの道具も使いこなし、次
世代育成にも携わっています。
　同社が手がけた修復実績としては、半田市亀崎の伊東合
資の酒蔵（本蔵および土蔵レストラン）、市内寺院の手水舎、
本社建物（築60年の古民家をリフォーム）などがあります。

　寛樹氏は将来について、次のように語ります。「今後は若
手社員に、大工と現場監督を兼任する“プレイングマネージャ
ー”として、着工から完成まで一現場を任せていきたいと考えて
います。また、多機能工として大工以外の技術も身につけても
らいたい。私は営業・設計にも力を入れ、現場経験を活かして
間取りや建築パースなどを用いた提案を通じ、お客様に完成
イメージをしっかりお伝えしていきたいと考えています。最後に、
今後も『大駒にしかできない仕事』の実現に向けて、確かな技
術と熱意で地域社会に貢献していきます」　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　     （取材：中村稔晴）

大駒にしかできない仕事を目指して
有限会社 大駒

【住所】半田市清城町1-12-15
【代表】榊原 芳朗　　
【TEL】0569-22-6240　　
【休日】土・日 　
【HP】https://daikoma.jp

お寺手水舎完成飾り物加工中

伊東合資本蔵鎧壁修繕 伊東合資土蔵レストラン

会員訪問NO.507
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お問合わせ：当所中小企業相談所

６月 個別相談会・セミナー   スケジュール

ご相談希望の方は当所までご連絡ください。その他、法律・労務・ITなど随時開催の相談もございます。
6/　2（月）　　９：00～1７：00　　経営相談（事業計画・各種補助金など）
６/１８（水）　1４：00～1６：00　 　AI活用戦略セミナー  ～AI解説とデモ～
6/19（木）　10：00～15：00　　一日公庫（日本政策金融公庫・国民生活事業）　　＊上記案内参照 
6/２０（金）　1０：00～1１：00　　税務相談
6/2０（金）　　9：00～17：00　 　経営相談（事業計画・各種補助金など）

　事業承継には年単位の時間がかかることもあり、スム
ーズな経営の引継ぎには、早めの準備や計画的な取り
組みが大切です。公的機関である「愛知県事業承継・引
継ぎ支援センター」から派遣される専門のスタッフが対応
します。
　相談は無料、秘密厳守ですので、安心してご相談いた
だけます。
　まずはお気軽にお問い合わせください。（要予約）

　■日時　毎月第3月曜日
　　　　（第3月曜日が祝日の場合、翌日の火曜日）
　　　　１． 10：００～11：００
　　　　２． 11：30～12：30

　■場所　半田市役所会議室

　■予約方法
　　　相談希望日の１週間前までに
　　　半田市産業課へ申込

　　　　　  詳細・申込・予約状況はこちら▶

半田市 事業承継個別相談会
　当所は、日本政策金融公庫熱田支店と愛知県事業
承継・引き継ぎ支援センターと連携し、以下の日程で「一
日公庫（融資相談会）・事業承継相談会」を開催します。

　■開催日　6月19日（木）
　■時　間　10：00～15：00
　■場　所　当所 相談室
　■参加費　無料
　■申　込　必要（事前予約制）

一日公庫＆事業承継相談会

●ご相談内容の例●
＜融資の相談がしたい方＞
　✓受注が増えて忙しくなりそうなので、仕入資金を手当てしたい。
　✓従業員へのボーナスを出そうと考えているので、
　　その資金を準備したい　など
＜事業承継の相談がしたい方＞
　✓事業承継について考えたいけど、何から始めたらよいかわからない…
　✓後継者がいないので、第三者への事業譲渡を考えたいが、
　　どのように進めたら？

まずは
お気軽

にご相
談くだ

さい

申込みはこちら

事業承継、”まだ早い”が“もう遅い”に変わる前に

小さな会社の大きな決断
社長のみなさん、こんなことで悩んでいませんか？ 

業況が振るわず、事業自体を継がせる価値があるのか代表者が不安
後継者に対する経営視点でのケア（後継者教育）まで行き届かない
補助金を活用して事業を展開したいが、後継者自身が事業計画を描けない
後継者と顧客や従業員との関係構築にはどれくらい時間がかかるのか

国が設置する無料で相談できる、事業承継相談窓口

現状把握
□事業・会社概要（方針・経営・財務） 
□株主・親族関係（相続・贈与の整理） 
□個人財産概要（事業承継対象が中心）

課題の整理
□承継スキームの検討
　（親族・従業員・その他） 
□当事者の思い・方針の整理
　（交渉課題の把握） 
□後継者への引き継ぎ課題整理
　（能力・金銭・関係者理解） 

事業承継３ステップ

相談無料

承継計画策定

課題の整理

現状把握

□事業承継計画書の策定
□最大5回まで無料で専門家派遣
□原則、代表者と後継者が同席して計画作成

専門家相談（必要に応じて）

公的機関なので安心

事業承継に関する相談

愛知県事業承継･引継ぎ支援センター　　
平日 9:00－17:00
〒460-0008　名古屋市中区栄2丁目10-19 
　　　　　　　　名古屋商工会議所ビル6階
電話 ： 052-228-7117

中小企業における事業承継問題は各社各様です。
事業承継・引継ぎ支援センターがコーディネート（事業
承継計画策定支援等）することで、円滑な事業のバト
ンタッチができるように取り組んでいきます。

ご支援の流れ
起業家

M&A依頼

愛知県
事業承継•引継ぎ
支援センター

M&A仲介業者
金融機関等

マッチング
（引き合わせ）

事業承継・
引継ぎ支援

事
業
承
継
・

引
継
ぎ
支
援
相談

M
&
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マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

中小企業者

事業承継・
引継ぎ支援 相談

相談 事業承継・
引継ぎ支援

金融機関

顧問弁護士・税理士・
金融機関等

日本政策金融公庫　事業承継マッチング支援をご存じですか？
日本公庫（国民生活事業）の事業承継マッチング支援は、後
継者がいないことなどを理由に「事業を譲り渡したい」とお
考えの方と、創業や事業拡大等に向けて「事業を譲り受け
たい」とお考えの方をつなぐ、マッチングサービスです。

ニーズが合致する両者を引き合わせ
（マッチング）

日本政策金融公庫
創業をお考えの方・
事業を拡大したい

中小企業・小規模事業者の方等

後継者が不在の
中小企業・小規模事業者の方等

譲り渡したい
お客さまの
ご紹介

譲り受けたい
お客さまの
ご紹介

譲り渡しに
関するニーズの
ご相談

譲り受けに
関するニーズの
ご相談

１．小規模事業者の方のご利用が中心
２．事業を受け継いで創業（継ぐスタ）される方も対象
３．オープンネーム（実名）による後継者探しも実施
４．専門担当者によるサポート
５．無料のサービス

【5つの特徴】

※上記相談会にて、詳細を聞くことも可能です。　ぜひお問い合わせください。

詳しくはこちら▶
（日本政策金融公庫 事業承継マッチング支援HP）

（日本政策金融公庫 事業承継マッチング支援HPより）
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お問合わせ：当所中小企業相談所

６月 個別相談会・セミナー   スケジュール

ご相談希望の方は当所までご連絡ください。その他、法律・労務・ITなど随時開催の相談もございます。
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６/１８（水）　1４：00～1６：00　 　AI活用戦略セミナー  ～AI解説とデモ～
6/19（木）　10：00～15：00　　一日公庫（日本政策金融公庫・国民生活事業）　　＊上記案内参照 
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　相談は無料、秘密厳守ですので、安心してご相談いた
だけます。
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　■開催日　6月19日（木）
　■時　間　10：00～15：00
　■場　所　当所 相談室
　■参加費　無料
　■申　込　必要（事前予約制）

一日公庫＆事業承継相談会

●ご相談内容の例●
＜融資の相談がしたい方＞
　✓受注が増えて忙しくなりそうなので、仕入資金を手当てしたい。
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お気軽

にご相
談くだ

さい

申込みはこちら
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□当事者の思い・方針の整理
　（交渉課題の把握） 
□後継者への引き継ぎ課題整理
　（能力・金銭・関係者理解） 
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□最大5回まで無料で専門家派遣
□原則、代表者と後継者が同席して計画作成

専門家相談（必要に応じて）

公的機関なので安心

事業承継に関する相談
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事業承継・引継ぎ支援センターがコーディネート（事業
承継計画策定支援等）することで、円滑な事業のバト
ンタッチができるように取り組んでいきます。
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日本政策金融公庫　事業承継マッチング支援をご存じですか？
日本公庫（国民生活事業）の事業承継マッチング支援は、後
継者がいないことなどを理由に「事業を譲り渡したい」とお
考えの方と、創業や事業拡大等に向けて「事業を譲り受け
たい」とお考えの方をつなぐ、マッチングサービスです。

ニーズが合致する両者を引き合わせ
（マッチング）

日本政策金融公庫
創業をお考えの方・
事業を拡大したい

中小企業・小規模事業者の方等

後継者が不在の
中小企業・小規模事業者の方等
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ご紹介

譲り受けたい
お客さまの
ご紹介

譲り渡しに
関するニーズの
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譲り受けに
関するニーズの
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１．小規模事業者の方のご利用が中心
２．事業を受け継いで創業（継ぐスタ）される方も対象
３．オープンネーム（実名）による後継者探しも実施
４．専門担当者によるサポート
５．無料のサービス

【5つの特徴】

※上記相談会にて、詳細を聞くことも可能です。　ぜひお問い合わせください。

詳しくはこちら▶
（日本政策金融公庫 事業承継マッチング支援HP）

（日本政策金融公庫 事業承継マッチング支援HPより）
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環境保全のトータルサポーター

本         社　　半田市平井町３丁目１８番地の１ ☎（0569）27-7898
名古屋支店　　名古屋市東区葵２丁目３番２２号 ☎（052）939-1621

  給排水衛生・消火・空調設備　設計・施工

https://www.fujisougo.co.jp

ぴったりメガネは確かな技術から
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令和７年度スローガン　20年の歩み、愛と感謝を未来につなげよう！
女性会

青年部

LINE 半田YEG
LINE公式アカウント

　通常総会の閉会後、瀧上工業雁宿ホール（半田市福祉文化会館）講堂におきまして、懇親会を開催いたしました。交流委員会で
は、「高めよう信頼感‼ Take a step forward」をテーマに掲げ、半田商工会議所青年部と関係諸団体の皆様との信頼関係をより
一層深める機会となるよう企画・運営を行いました。
　当日は、36名ものご来賓の皆様にご臨席を賜り、誠にありがとう
ございました。交流のきっかけづくりとして、自己紹介カードを活用す
るなど、参加者同士が自然と会話を交わせるような工夫を凝らした
プログラムを実施いたしました。
　多くの皆様にご参加いただき、実りある交流の場となりましたこと
を心より感謝申し上げます。
　ご多用の中出席いただきました来賓の皆様、そしてご参加いた
だいたすべての皆様に、改めて深く御礼申し上げます。

交流委員会委員長　山口雅彦（ファミリーモーター）

通常総会 ＆ 懇親会

●会長 酒井元子 （知多印刷 ㈱）
本年度は、半田商工会議所女性会が発足して２０周年という節目の年。女
性会の先輩方が紡いでくださいました伝統を踏まえつつ新しい事にもチャレ
ンジしたい。女性会は笑顔の中で学ぶ場、年齢を超えて学び合う場、互いを
高め合う場で有りたいと願っています。
●副会長 平林明美（㈲ 共育舎）
個人や小規模事業者では成し得ない社会貢献などへの取り組みも、女性会
なら力とアイデアを結集し、実現できると実感しています。本年も、女性会の
発信が共感の輪を広げ、他企業や行政へも伝播していくことを願っています。
●副会長 越智澄江（㈱ 丸愛）
女性会は誰もがホッとできる場所、楽しい場所、そして「ここに来てよかった」
と思える居場所でありたいと願っています。本年度は会員の一人ひとりが笑
顔になれる活動や気軽に参加できる交流の場づくりに力を入れていきたいです。
●創立20周年特別委員会委員長 榊原有子（リブ・ジョイ ワタフク）
２０２５年１１月１２日（水）創立２０周年事業を予定しています。スローガンを
「その子二十歳」とし、与謝野晶子の乱れ髪の歌に思いを重ね、２０年の凛と
した響きに感謝の気持ちを込めた事業にすべく邁進中です。

●交流委員会委員長 間瀬桂子（久栄丸呉服店）
女性会創立20周年事業に向け、会員一同心を一つにして当日を迎えられ
る様、交流委員会では会員同士の親睦を大切にしてまいります。会員が講
師となるセミナーや懇親会を開催、よりお互いを知り共感できる事業を進め
ていきたいです。
●2030みらいサポート委員会委員長 澤田恵子（㈱沢田工務店）
“創る・育む・楽しむ”　令和7年度はものづくりワークショップを開催、活動を
通じて内外の多様な人たちとのつながりづくりを目指します。また今年度も、
子どもを中心に半田の未来を担う人 を々応援する活動を継続していきます。
●広報委員会 小川彰子（compass広告のコンパス）
本年度はSNS発信を強化し、商工会議所女性会におけるインスタフォロワ
ー数日本一を目指します。積極的な広報に努めますのでご期待ください。

R7年度役員からの年度初めの言葉

4/18　令和7年度通常総会を開催 ［会場 :知多信用金庫ほしざきホール］

　４月3日、令和7年度最初の事業として、通常総会をほしざきホールにて開催いたしました。
　総会テーマは「心ひとつに次代へ挑む」。世代交代や環境の変化が加速する中、私たちが
一丸となって前進する姿勢を込めたものです。当日は、ご来賓の方々に見守られる中、榊原顕
太郎君が議長を務め、議事も円滑に進行。
　令和7年度のスローガン「NEXT10デザイン ～未来的価値の創造～」含め、今年度の事
業計画および収支予算案が無事承認されました。ご協力いただいた皆さまに、心より御礼申
し上げます。

総務委員会委員長　久世三央子（加藤鉄工建設㈱）

懇親会テーマ「高めよう信頼感！！ Take a step forward」

『NEXT10 デザイン』 ～未来的価値の創造～
令和7年度

スローガン

総会テーマ「心ひとつに次代へ挑む」
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ございました。交流のきっかけづくりとして、自己紹介カードを活用す
るなど、参加者同士が自然と会話を交わせるような工夫を凝らした
プログラムを実施いたしました。
　多くの皆様にご参加いただき、実りある交流の場となりましたこと
を心より感謝申し上げます。
　ご多用の中出席いただきました来賓の皆様、そしてご参加いた
だいたすべての皆様に、改めて深く御礼申し上げます。

交流委員会委員長　山口雅彦（ファミリーモーター）

通常総会 ＆ 懇親会

●会長 酒井元子 （知多印刷 ㈱）
本年度は、半田商工会議所女性会が発足して２０周年という節目の年。女
性会の先輩方が紡いでくださいました伝統を踏まえつつ新しい事にもチャレ
ンジしたい。女性会は笑顔の中で学ぶ場、年齢を超えて学び合う場、互いを
高め合う場で有りたいと願っています。
●副会長 平林明美（㈲ 共育舎）
個人や小規模事業者では成し得ない社会貢献などへの取り組みも、女性会
なら力とアイデアを結集し、実現できると実感しています。本年も、女性会の
発信が共感の輪を広げ、他企業や行政へも伝播していくことを願っています。
●副会長 越智澄江（㈱ 丸愛）
女性会は誰もがホッとできる場所、楽しい場所、そして「ここに来てよかった」
と思える居場所でありたいと願っています。本年度は会員の一人ひとりが笑
顔になれる活動や気軽に参加できる交流の場づくりに力を入れていきたいです。
●創立20周年特別委員会委員長 榊原有子（リブ・ジョイ ワタフク）
２０２５年１１月１２日（水）創立２０周年事業を予定しています。スローガンを
「その子二十歳」とし、与謝野晶子の乱れ髪の歌に思いを重ね、２０年の凛と
した響きに感謝の気持ちを込めた事業にすべく邁進中です。

●交流委員会委員長 間瀬桂子（久栄丸呉服店）
女性会創立20周年事業に向け、会員一同心を一つにして当日を迎えられ
る様、交流委員会では会員同士の親睦を大切にしてまいります。会員が講
師となるセミナーや懇親会を開催、よりお互いを知り共感できる事業を進め
ていきたいです。
●2030みらいサポート委員会委員長 澤田恵子（㈱沢田工務店）
“創る・育む・楽しむ”　令和7年度はものづくりワークショップを開催、活動を
通じて内外の多様な人たちとのつながりづくりを目指します。また今年度も、
子どもを中心に半田の未来を担う人 を々応援する活動を継続していきます。
●広報委員会 小川彰子（compass広告のコンパス）
本年度はSNS発信を強化し、商工会議所女性会におけるインスタフォロワ
ー数日本一を目指します。積極的な広報に努めますのでご期待ください。

R7年度役員からの年度初めの言葉

4/18　令和7年度通常総会を開催 ［会場 :知多信用金庫ほしざきホール］

　４月3日、令和7年度最初の事業として、通常総会をほしざきホールにて開催いたしました。
　総会テーマは「心ひとつに次代へ挑む」。世代交代や環境の変化が加速する中、私たちが
一丸となって前進する姿勢を込めたものです。当日は、ご来賓の方々に見守られる中、榊原顕
太郎君が議長を務め、議事も円滑に進行。
　令和7年度のスローガン「NEXT10デザイン ～未来的価値の創造～」含め、今年度の事
業計画および収支予算案が無事承認されました。ご協力いただいた皆さまに、心より御礼申
し上げます。

総務委員会委員長　久世三央子（加藤鉄工建設㈱）

懇親会テーマ「高めよう信頼感！！ Take a step forward」

『NEXT10 デザイン』 ～未来的価値の創造～
令和7年度

スローガン

総会テーマ「心ひとつに次代へ挑む」
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愛知県弁護士会半田支部

半田市柊町１丁目２１５番地の１１

0569-24-9472 弁護士　山﨑　正夫
弁護士　坂　　敬裕
弁護士　大橋　政之
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１人で悩まずご相談下さい。談法律 相

山﨑法律事務所山﨑法律事務所山﨑法律事務所
山﨑法律事務所山﨑法律事務所山﨑法律事務所

■本　　　社／ 半田市瑞穂町8丁目7番地８　　TEL.0569-31-0024　FAX.0569-31-0028
■半田事務所／ 半田市瑞穂町5丁目5番地10　 TEL.0569-25-7400　FAX.0569-25-7401
■武豊事務所／ 知多郡武豊町冨貴市場85番2　TEL.0569-74-0270　FAX.0569-74-0271
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『もっと人へ。もっと多様に。未来に誇れる街づくり。』
ISO 審査登録

八洲建設㈱ 本社・名古屋支店

9001・14001・45001
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会議所の動き会議所の動き会議所の動き会員ひろば・会議所の動き

　「南海トラフ地震発生時の避難行動」をテーマに講演
とワークショップを実施。第1部では、半田市防災安全課
の星野防災普及啓発員が登壇し「命を守る行動」の重
要性、避難所や緊急避難場所の確認について説明が
あった。
　第2部では、日本福祉大学の山本克彦教授をファシリ
テーターに迎え、グループワ
ークを実施。参加者同士で
課題を共有し、多くの意見
が交わされた。防災意識を
高め、会員企業への共有に
もつながる機会となった。

2025防災関係勉強会を開催
日東会4/7

　健康経営優良法人2025認定事業所を対象にした
祝賀フォーラム及び交流会を実施し、24名が参加。認
定授与式や認定事業所の2社の事例紹介、立食形式
の交流会を通じて、参加事業所間の健康経営のさらなる
推進を図った。
 2025年は半田市および近隣市町から大規模法人部
門1社、中小規模法人部門
（ネクストブライト1000）2社、
中小規模法人部門21社
の法人が認定された。今後
も会員事業所の持続可能
な経営の実現に向け健康
経営を推進していく。

健康経営優良法人2025認定事業所
祝賀フォーラム及び交流会を開催

　阿久比町・武豊町・東浦町商工会、（公財）日本電信
電話ユーザ協会知多地区協会との共催による新入社
員研修を開催。全日程を通して、18社66名の新入社員
が受講した。
　講師は、㈱SPB代表取締役 古橋由紀氏。社会人と
しての心構えやビジネスマナーなど、社会人が求められる
基本的な「知識・技能・態度」
が身につく研修をグループ
ワークや実践を通して行った。 
　参加者にとって、社会人
としての第一歩を踏み出す
有意義な機会となった。

令和7年度
新入社員研修を開催

4/16.17
4/21.22

　万博開幕3日目に約20名で視察見学を実施。強風が
吹く中、大屋根リングに上がり景色を一望したが、一時は
雷雲と風の影響で立入制限もあった。
　会場内外ともに多くが施工段階であり、今後の運営
改善が期待される。約5時間の滞在では全てを回りきれ
なかったが、建設部会員らはパビリオンの構造や話題の
公衆トイレに関して多様な
意見を交わした。
　賛否ある中でも、一度自
分の目で見る価値はあると
感じられた。

大阪・関西万博を視察
建設部会

4/23

4/25

前職：三河安城支店長
出身：愛知県刈谷市　年齢：54歳　
趣味：ゴルフ、キャンプ、スキューバ
ダイビング、旅行、サイクリング
抱負：地域金融機関として、地域経
済の発展に貢献できるよう職務を果
たして参ります
転任者：山田 祐史
転任先：高岡支店・上郷支店長

碧海信用金庫半田支店
支店長

寺澤 慎祐 氏

詳しい報告内容は
当所HP 新着情報へ▶

就任

当
所
に
就
任
あ
い
さ
つ
に

来
ら
れ
た
方
を
ご
紹
介
し
て
い
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す
。

「会員ひろば」では、会員の皆さまの様々な情報
をご紹介します。就任のご挨拶にて来所いただ
いた方、新規事業展開、店舗リニューアルや新商
品のPRなどをお寄せください。

連絡先　当所広報チーム

皆様の情報をお寄せください。

情報がある方は、こちらの問い合わせ
フォームより、ご入力ください。なお、入力
の際は、お問い合わせ内容に【会員ひろ
ば掲載希望】とご記載ください。
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会議所の動き会議所の動き会議所の動き会員ひろば・会議所の動き

　「南海トラフ地震発生時の避難行動」をテーマに講演
とワークショップを実施。第1部では、半田市防災安全課
の星野防災普及啓発員が登壇し「命を守る行動」の重
要性、避難所や緊急避難場所の確認について説明が
あった。
　第2部では、日本福祉大学の山本克彦教授をファシリ
テーターに迎え、グループワ
ークを実施。参加者同士で
課題を共有し、多くの意見
が交わされた。防災意識を
高め、会員企業への共有に
もつながる機会となった。

2025防災関係勉強会を開催
日東会4/7

　健康経営優良法人2025認定事業所を対象にした
祝賀フォーラム及び交流会を実施し、24名が参加。認
定授与式や認定事業所の2社の事例紹介、立食形式
の交流会を通じて、参加事業所間の健康経営のさらなる
推進を図った。
 2025年は半田市および近隣市町から大規模法人部
門1社、中小規模法人部門
（ネクストブライト1000）2社、
中小規模法人部門21社
の法人が認定された。今後
も会員事業所の持続可能
な経営の実現に向け健康
経営を推進していく。

健康経営優良法人2025認定事業所
祝賀フォーラム及び交流会を開催

　阿久比町・武豊町・東浦町商工会、（公財）日本電信
電話ユーザ協会知多地区協会との共催による新入社
員研修を開催。全日程を通して、18社66名の新入社員
が受講した。
　講師は、㈱SPB代表取締役 古橋由紀氏。社会人と
しての心構えやビジネスマナーなど、社会人が求められる
基本的な「知識・技能・態度」
が身につく研修をグループ
ワークや実践を通して行った。 
　参加者にとって、社会人
としての第一歩を踏み出す
有意義な機会となった。

令和7年度
新入社員研修を開催

4/16.17
4/21.22

　万博開幕3日目に約20名で視察見学を実施。強風が
吹く中、大屋根リングに上がり景色を一望したが、一時は
雷雲と風の影響で立入制限もあった。
　会場内外ともに多くが施工段階であり、今後の運営
改善が期待される。約5時間の滞在では全てを回りきれ
なかったが、建設部会員らはパビリオンの構造や話題の
公衆トイレに関して多様な
意見を交わした。
　賛否ある中でも、一度自
分の目で見る価値はあると
感じられた。

大阪・関西万博を視察
建設部会

4/23

4/25

前職：三河安城支店長
出身：愛知県刈谷市　年齢：54歳　
趣味：ゴルフ、キャンプ、スキューバ
ダイビング、旅行、サイクリング
抱負：地域金融機関として、地域経
済の発展に貢献できるよう職務を果
たして参ります
転任者：山田 祐史
転任先：高岡支店・上郷支店長

碧海信用金庫半田支店
支店長

寺澤 慎祐 氏
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「会員ひろば」では、会員の皆さまの様々な情報
をご紹介します。就任のご挨拶にて来所いただ
いた方、新規事業展開、店舗リニューアルや新商
品のPRなどをお寄せください。

連絡先　当所広報チーム

皆様の情報をお寄せください。

情報がある方は、こちらの問い合わせ
フォームより、ご入力ください。なお、入力
の際は、お問い合わせ内容に【会員ひろ
ば掲載希望】とご記載ください。

ゲッポウ6月号.indd   11ゲッポウ6月号.indd   11 2025/05/22   12:542025/05/22   12:54



M
K

★■　 25D01550_ ゲッポウ 6 月号 _ 版管 268652-01
半田商工会議所様 _W210mm × H297mm 地

天

地

天

P12

登場者募集中！ あなたの周りに輝いている方はいらっしゃいませんか ！ 男性・女性・自薦・他薦は問いません。
ご連絡をお待ちしています。 TEL.21-0311(広報チーム）

松本 涼子さん　

とーくさろん

　社会福祉協議会（以下：社協）は社会福祉法に基づき、全市町村に
独立した形で組織されている社会福祉法人です。昭和28年発足の半
田市社協は総務グループ、権利擁護グループ、ボランティア地域ささえ
あいセンター、半田市障がい者相談支援センター、半田市包括支援セ
ンターで構成しされ、この4月からは77名のスタッフでスタートしました。
　社協は『相談』のイメージが強いですが、例えば就労を希望する障が
いをお持ちの方と企業をつないだり、発災時には災害ボランティアセン
ターの役割を担いますので、日頃から災害時の備えを一緒に考えていく
など、半田市にお住まいの方の困りごとなどのご相談をお受けするだけ
ではなく、企業の社会貢献活動もお手伝いもさせていただいています。
　半田にお住まいの全ての方のふだん（毎日）のくらし（生活）がしあわせ
（笑顔）であるように、地域の方や地域で活動している方 と々一緒に考
え、一緒に行動し地域での集まりや行事に出向き、「情報交換の場所が
欲しい」「お茶を飲みながら、おしゃべり出来る所があれば嬉しい」などの
声をお聞きし、地域のみなさまの『あったらいいな！ ！』を応援する、それが
私たちの仕事です。ゼロから形を作り出すことを目標とし、「気づき」「動く」
ことの出来る担い手の育成も目指しています。
　「ふくし」は特定の誰かだけのものではなく、身近なものであり自分ごと
として捉えていただきたいのですが、その仕組み作りは難しい点が多くあ
ります。子ども時代から「ふ・く・し」を知っていたら、将来地域や周りに暮ら
す人に目を向けるきっかけになるのではと期待し、市内全小学校で「ふ・
く・し」の授業のお手伝いをしています。昨年は市内の全保育園・幼稚園
でご当地ヒーロー『はんだまちヒーローズ』の協力を得てヒーローショーに
よる「ふくし共育」を実施し、より小さいころから「ふ・く・し」を知る機会をつ
くりました。
　私はボランティア地域ささえあいセンターで生活支援コーディネーター
という仕事をしています。生活支援コーディネーターとは、『地域ささえあ
い推進員』ともいわれて、高齢者を含むすべての人が、住み慣れた地域

で安心して暮らしていけるよう
に、生活支援や介護予防の
体制づくりを進めることが役
割です。中学校区ごとにひと
りずつ配置されており、私は乙
川中学校区を担当していま
す。「知っている顔だと相談し

やすいよね」と、チラシに顔写真を載せてPRしています。勢いでそうなっ
てしまったのですが（笑）、後で周りから「個人情報は大丈夫なの？ 」と心
配されました。自治区に依頼をし、回覧板にも私の顔写真のついたチラ
シが貼ってあるので、先日、公民館のパン教室に参加した時に「あんたの
顔見たよ！」と言っていただけたり、知らない方からも「松本さん」とか「涼
子さん」と呼んでいただけるので、少しは皆さんの身近になれているのか
な、と嬉しくなります。
　社協は皆さんからのご相談にそれぞれのグループ、センターが連携し
総合的に対応します。『私の仕事』ではなく、『私たちの仕事』です。チー
ムで考え、全員でカバーし合いながら取り組み、半田市の行政計画であ
る『半田市地域福祉計画』の基本理念『誰もが自分らしく生きられるまち
“はんだ”』の実現を目指しています。
　コンピュータ会社の営業員だった私は、結婚を機に半田市民となりま
した。一人で何かしているのが好きで引きこもりタイプですが、娘のために
お友達を作ろうと重い腰をヨイショと上げて、市が主催する乳幼児学級
に入ったのが社協とのご縁ができるきっかけでした。乳幼児学級は母親
が子育ての勉強中に、託児ボランティアさんが子どものお世話をしてくだ
さっていて「子どもを預けて自分の時間が作れるなんて凄い！　」と感激
して、私にもお手伝いできるかもしれないと、ボランティアに目を向けまし
た。まちづくりのために乳母車でまちを歩いてと言われれば子どもとお出
かけし、私も子どもも知り合いが少しずつ増えていきました。そうしているう
ちに「社協でお手伝いをして」と声をかけられ、パートとして働くことになり
ました。仕事を始めた当初、主人から「仕事が趣味だね」と言われ、よっ
ぽど楽しそうに働いていたのでしょうね（笑）。社協は自分がやってみたい
ことを実現しやすい組織ですので、頑張りがいもあります。
　コロナ禍で、生活に困窮する方 を々「食べ物で支援を」、と取り組むこ
ととなった『フードドライブ』は、会議所の女性会さんが社会貢献活動の
一環として事業に取り入れてくださったことで、市民のみなさまに広く認
知されたと感じています。女性会さんが主催したフードドライブ事業でも、
はんだまちヒーローズの力を借りてショーを行いました。これまで私たちが
PRしても届かなかった場所にまで女性会メンバーの想いやお力で届け
ていただき、社協には毎月協力いただける地域の方、事業所さんからの
品々が届いています。感謝しかありません。私も一メンバーとしてお手伝
いしながら、メンバーのパワーに驚き、ついていくのが精一杯です。
　これからも色々な場面で地域づくりを共に考え、『あったらいいな！ ！』
を地域にお住まいの方たちと一緒に作っていけたらと思っています。

■ 半田市雁宿町1-22-1　瀧上工業雁宿ホール内　　■TEL/０５６９-25-0002

　

ふだんのくらしのしあわせ

ボランティア地域ささえあいセンター センター長
生活支援コーディネーター

ふくし共育

防災・減災講座

企業出前講座

まち歩き

令和7年度 半田市観光協会の事業方針について

令和7年度、半田市観光協会では「半田赤レンガ建物」の運営を本格的に開始し、観光の中核拠点としての集客力を高めるとともに、地
域への波及効果の最大化を図ります。赤レンガのブランド価値を向上させるとともに、周辺エリアへの回遊性を促進し、まち全体の活性
化につなげる取り組みを推進してまいります。
また、知多半島の豊かな発酵文化を観光資源として磨き上げ、「発酵ツーリズム東海」として広域からの誘客を強化します。地域産業と観
光の連携を深めることで、観光消費の拡大と持続可能な地域経済の構築を目指します。さらに、伝統産業に文化的価値を付加し、現代
の観光ニーズと融合させることで、新たな文化産業の創出にも取り組んでまいります。

文責　特定非営利活動法人半田市観光協会 事務局長　 榊原宏

　今月もコラムをひっそりと担当しています。書いている時期は4月末ですが、午前中は雨ザーザー、ようやく晴れ間が見えてきま
した。ただ雨ザーザーと言えば、このゲッポウが発行されるのは6月・・・・。
 そうですね、梅雨ですね。アホ毛と言われる白髪がぴょんと跳ねる他、黒髪部分もクセでうねるし、机上の書類やマットは、湿気
るし、通勤時には持ち物として傘が余分になるし、天気どころか気分も晴れません。
 ただ、雷鳴轟く時だけは意外に心躍ります。稲光が空を切り裂く様子や、どこからともなくゴロゴロといった音がするとワクワクし
てしまいます。稲光がしてから音が鳴るまでに何秒かかった、というのを計算して距離感を考えてしまうこともしばしば。
 しかし、6月というと、2025年も早 と々折り返しです。あっという間に時間は過ぎていきます。今年度は、10月末に役員改選も行
われる年でもあります。一年間の後半もあっという間に過ぎていくのではないかと思っています。
 自分自身もあまり気負いすぎず（そもそも気負ってないじゃないかという野次はご遠慮します）、肩の力を抜きながら（そもそも肩
に力入れてないじゃないかという野次もご遠慮します）、マイペースで心身ともに健康な状態で業務に励もうと思います。
　皆様も梅雨時のジメジメに負けず、なんとかマイペースで元気にやっていきましょう。　　　　　　　　 編集人　榊原鉄平

編集人のつぶや記・ささや記・ぼや記

●半田赤レンガ建物の運営と地域への波及効果の拡大
　・施設のブランド価値向上と集客力の回復
　・赤レンガを起点とした地域回遊の促進

●発酵ツーリズム東海と文化産業の創出
　・知多半島の醸造文化を活かした観光プログラムの展開
　・伝統産業の文化的価値向上と新たな観光コンテンツの創出

本年度の重点活動

これらの取り組みを通じて、半田の価値をさらに高め、地域の魅力を内外に発信してまいります。

◀令和7年度名古屋鉄道と実施するキャンペーンのテーマ
　「ずっといいを、半田で。」

キャンペーンサイト▶

●半田運河まちづくり事業部の活性化推進
　・半田運河エリアの観光拠点化と賑わいの創出
　・地域資源を活用した観光コンテンツの開発と
　 実証実験の実施

●観光DX・デジタルマーケティングと広域連携の推進
　・SNSや動画配信などによるデジタルプロモーションの強化
　・インバウンド対応と多言語観光コンテンツの充実
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K登場者募集中！ あなたの周りに輝いている方はいらっしゃいませんか ！ 男性・女性・自薦・他薦は問いません。

ご連絡をお待ちしています。 TEL.21-0311(広報チーム）

松本 涼子さん　

とーくさろん

　社会福祉協議会（以下：社協）は社会福祉法に基づき、全市町村に
独立した形で組織されている社会福祉法人です。昭和28年発足の半
田市社協は総務グループ、権利擁護グループ、ボランティア地域ささえ
あいセンター、半田市障がい者相談支援センター、半田市包括支援セ
ンターで構成され、この4月からは77名のスタッフでスタートしました。
　社協は『相談』のイメージが強いですが、例えば就労を希望する障が
いをお持ちの方と企業をつないだり、発災時には災害ボランティアセン
ターの役割を担いますので、日頃から災害時の備えを一緒に考えていく
など、半田市にお住まいの方の困りごとなどのご相談をお受けするだけ
ではなく、企業の社会貢献活動もお手伝いもさせていただいています。
　半田にお住まいの全ての方のふだん（毎日）のくらし（生活）がしあわせ
（笑顔）であるように、地域の方や地域で活動している方 と々一緒に考
え、一緒に行動します。地域での集まりや行事に出向き、「情報交換の
場所がほしい」「お茶を飲みながら、おしゃべり出来る所があれば嬉しい」
などの声をお聞きし、地域のみなさまの『あったらいいな！ ！』を応援する、
それが私たちの仕事です。ゼロから形を作り出すことを目標とし、「気づき」
「動く」ことの出来る担い手の育成も目指しています。
　「ふくし」は特定の誰かだけのものではなく、身近なものであり自分ごと
として捉えていただきたいのですが、その仕組み作りは難しい点が多くあ
ります。子ども時代から「ふ・く・し」を知っていたら、将来地域や周りに暮ら
す人に目を向けるきっかけになるのではと期待し、市内小学校で「ふ・く・
し」の授業のお手伝いをしています。昨年は市内の全保育園・幼稚園で
ご当地ヒーロー『はんだまちヒーローズ』の協力を得てヒーローショーによ
る「ふくし共育」を実施し、より小さいころから「ふ・く・し」を知る機会をつく
りました。
　私はボランティア地域ささえあいセンターで生活支援コーディネーター
という仕事をしています。生活支援コーディネーターとは、『地域ささえあ
い推進員』ともいわれて、高齢者を含むすべての人が、住み慣れた地域

で安心して暮らしていけるよう
に、生活支援や介護予防の
体制づくりを進めることが役
割です。中学校区ごとにひと
りずつ配置されており、私は乙
川中学校区を担当していま
す。「知っている顔だと相談し

やすいよね」と、チラシに顔写真を載せてPRしています。勢いでそうなっ
てしまったのですが（笑）、後で周りから「個人情報は大丈夫なの？ 」と心
配されました。自治区に依頼をし、回覧板にも私の顔写真のついたチラ
シが貼ってあるので、先日、公民館のパン教室に参加した時に「あんたの
顔見たよ！」と言っていただけたり、知らない方からも「松本さん」とか「涼
子さん」と呼んでいただけるので、少しは皆さんの身近になれているのか
な、と嬉しくなります。
　社協は皆さんからのご相談にそれぞれのグループ、センターが連携し
総合的に対応します。『私の仕事』ではなく、『私たちの仕事』です。チー
ムで考え、全員でカバーし合いながら取り組み、半田市の行政計画であ
る『半田市地域福祉計画』の基本理念『誰もが自分らしく生きられるまち
“はんだ”』の実現を目指しています。
　コンピュータ会社の営業員だった私は、結婚を機に半田市民となりま
した。一人で何かしているのが好きで引きこもりタイプですが、娘のために
お友達を作ろうと重い腰をヨイショと上げて、市が主催する乳幼児学級
に入ったのが社協とのご縁ができるきっかけでした。乳幼児学級は母親
が子育ての勉強中に、託児ボランティアさんが子どものお世話をしてくだ
さっていて「子どもを預けて自分の時間が作れるなんて凄い！」と感激し
て、私にもお手伝いできるかもしれないと、ボランティアに目を向けました。
まちづくりのために乳母車でまちを歩いてと言われれば子どもとお出かけ
し、私も子どもも知り合いが少しずつ増えていきました。そうしているうちに
「社協でお手伝いをして」と声をかけられ、パートとして働くことになりまし
た。仕事を始めた当初、主人から「仕事が趣味だね」と言われ、よっぽど
楽しそうに働いていたのでしょうね（笑）。社協は自分がやってみたいこと
を実現しやすい組織ですので、頑張りがいもあります。
　コロナ禍で、生活に困窮する方 を々「食べ物で支援を」、と取り組むこ
ととなった『フードドライブ』は、会議所の女性会さんが社会貢献活動の
一環として事業に取り入れてくださったことで、市民のみなさまに広く認
知されたと感じています。女性会さんが主催したフードドライブ事業でも、
はんだまちヒーローズの力を借りてショーを行いました。これまで私たちが
PRしても届かなかった場所にまで女性会メンバーの想いやお力で届け
ていただき、社協には毎月協力いただける地域の方、事業所さんからの
品々が届いています。感謝しかありません。私も一メンバーとしてお手伝
いしながら、メンバーのパワーに驚き、ついていくのが精一杯です。
　これからも色々な場面で地域づくりを共に考え、『あったらいいな！ ！』
を地域にお住まいの方たちと一緒に作っていけたらと思っています。

■ 半田市雁宿町1-22-1　瀧上工業雁宿ホール内　　■TEL/０５６９-25-0002

　

ふだんのくらしのしあわせ

ボランティア地域ささえあいセンター センター長
生活支援コーディネーター

小学校へのふくし共育

福祉事業所との防災・減災講座

企業出前講座

まち歩き「地域を知ろう」

令和7年度 半田市観光協会の事業方針について

令和7年度、半田市観光協会では「半田赤レンガ建物」の運営を本格的に開始し、観光の中核拠点としての集客力を高めるとともに、地
域への波及効果の最大化を図ります。赤レンガのブランド価値を向上させるとともに、周辺エリアへの回遊性を促進し、まち全体の活性
化につなげる取り組みを推進してまいります。
また、知多半島の豊かな発酵文化を観光資源として磨き上げ、「発酵ツーリズム東海」として広域からの誘客を強化します。地域産業と観
光の連携を深めることで、観光消費の拡大と持続可能な地域経済の構築を目指します。さらに、伝統産業に文化的価値を付加し、現代
の観光ニーズと融合させることで、新たな文化産業の創出にも取り組んでまいります。

文責　特定非営利活動法人半田市観光協会 事務局長　 榊原宏

　今月もコラムをひっそりと担当しています。書いている時期は4月末ですが、午前中は雨ザーザー、ようやく晴れ間が見えてきま
した。ただ雨ザーザーと言えば、このゲッポウが発行されるのは6月・・・・。
 そうですね、梅雨ですね。アホ毛と言われる白髪がぴょんと跳ねる他、黒髪部分もクセでうねるし、机上の書類やマットは、湿気
るし、通勤時には持ち物として傘が余分になるし、天気どころか気分も晴れません。
 ただ、雷鳴轟く時だけは意外に心躍ります。稲光が空を切り裂く様子や、どこからともなくゴロゴロといった音がするとワクワクし
てしまいます。稲光がしてから音が鳴るまでに何秒かかった、というのを計算して距離感を考えてしまうこともしばしば。
 しかし、6月というと、2025年も早 と々折り返しです。あっという間に時間は過ぎていきます。今年度は、10月末に役員改選も行
われる年でもあります。一年間の後半もあっという間に過ぎていくのではないかと思っています。
 自分自身もあまり気負いすぎず（そもそも気負ってないじゃないかという野次はご遠慮します）、肩の力を抜きながら（そもそも肩
に力入れてないじゃないかという野次もご遠慮します）、マイペースで心身ともに健康な状態で業務に励もうと思います。
　皆様も梅雨時のジメジメに負けず、なんとかマイペースで元気にやっていきましょう。　　　　　　　　 編集人　榊原鉄平

編集人のつぶや記・ささや記・ぼや記

●半田赤レンガ建物の運営と地域への波及効果の拡大
　・施設のブランド価値向上と集客力の回復
　・赤レンガを起点とした地域回遊の促進

●発酵ツーリズム東海と文化産業の創出
　・知多半島の醸造文化を活かした観光プログラムの展開
　・伝統産業の文化的価値向上と新たな観光コンテンツの創出

本年度の重点活動

これらの取り組みを通じて、半田の価値をさらに高め、地域の魅力を内外に発信してまいります。

◀令和7年度名古屋鉄道と実施するキャンペーンのテーマ
　「ずっといいを、半田で。」

キャンペーンサイト▶

●半田運河まちづくり事業部の活性化推進
　・半田運河エリアの観光拠点化と賑わいの創出
　・地域資源を活用した観光コンテンツの開発と
　 実証実験の実施

●観光DX・デジタルマーケティングと広域連携の推進
　・SNSや動画配信などによるデジタルプロモーションの強化
　・インバウンド対応と多言語観光コンテンツの充実
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墓石センター

丸山石材店有限会社

半田本店 0569-22-2884
0569-24-7151

住所：〒475-0916 半田市柊町2-66-1
営業時間／午前9時から午後5時まで(木曜定休)

半田本店 半田工科高校前
半田市柊町2-66-1（定休日：木曜日）
TEL 0569-22-2884

住
吉
町
駅

至名古屋

名
鉄
河
和
線

知
多
半
田
駅

●
知多自動車学校

●

半田農業高校

●

瀧上工業
雁宿ホール

●

半田工科高校

●

半田高校

●

セブンイレブン

丸山石材店
北谷墓地

雁宿公園

知北支店 知北平和公園前南10m
知多郡東浦町大字緒川字葭池1-2（無休）
TEL･FAX 0562-34-5518

八
幡
新
田
駅

名
鉄
河
和
線

知
多
半
島
道
路

東浦知多IC

知北平和公園

至名古屋

至半田

丸山石材店

セブン
イレブン
●

ファミリーマート
●

不二家
●

加木屋南公園

亀崎支店 半田北部墓地入口
半田市一本木町1-20-2（定休日：木曜日）
TEL･FAX 0569-29-2045

ローソン●

ファミリーマート●

日本福祉大学●

丸山石材店

亀崎中学校●

亀
崎
駅

Ｊ
Ｒ
武
豊
線

半田市北部墓地

上池

七本木池

至東浦

お墓のリフォームリフォーム
その他、戒名の追加彫り、お墓の損傷、傾き
直し、自分の敷地を石で囲う、古墓の整理、
耐震補強、玉石入替など、
何でも承ります。

◉お墓の磨き直し
◉文字彫り・色入れ
◉墓誌の追加
◉巻石の追加
◉塔婆立の追加
◉クリーニング Before After

こんな方にお勧
めです

お墓参りは
できても、

お墓の掃除までは
手が回らない
という方

高齢や
体の調子が
悪くて

お墓参りに
行けない方

お墓参りに
行きたいのに
仕事や家事が
多忙で
行けない方

転勤などで
今は遠くに
住んでいる方

生前に
お墓を建てて、
きれいに
保ちたい方

墓石のことを隅 ま々で知りつくしたプロの手で作業します

この他にも、定期的にお墓のお掃除をする定期プランやお墓参りのみ代行するお墓参りプランなどもあります。
詳しくは、お近くの店舗までご連絡またはご来店下さい。

墓じまい
今のうちに　　　　　　　　しませんか？お墓の悩みを解決

3店同時開催

新規建立・リフォーム・改修・クリーニング
墓じまいなど一気に解決

15種類以上の日本の銘石を
常時展示中！

こだわりの国産墓石を

大ご奉仕！！
こだわりの国産墓石を

大ご奉仕！！墓石
ご相談会
墓石
ご相談会

AM9：00　　～PM5：00

306
月

315
土

見積
無料

10%
OFF

近年、改葬や墓じまいにまつわるご相談が
増えております。丸山石材店は宗派不問、
相談・見積もりは一律無料です。
お気軽にお問い合わせ下さい。

リフォーム
施工例
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